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松本市役所広告付き庁舎案内板（デジタルサイネージ）設置・運用業務仕様書 

 

１ 目的 

  松本市役所（以下「庁舎」という。）において、案内板設置事業を行う者（以下「事業者」と 

いう。）が、庁舎内に庁舎案内、松本市内全域図及び市役所周辺地図等（以下「案内板」という。） 

を作成、設置、管理運用し、これを媒体とした広告を掲示する事業を実施するもの。 

 

２ 事業の実施期間 

 ⑴ 令和９年４月１日までに案内板を設置すること。 

なお、設置工事等の日程については、市と協議すること。 

⑵ 設置期間は令和９年４月１日から令和１２年３月３１日まで 

 

３ 案内板の設置場所、規格及び内容 

 ⑴ 設置場所 

 松本市丸の内３番７号 松本市役所東庁舎１階 市民ロビー 

 別添「設置場所位置図」のとおり 

 ⑵ 規格 

  ア サイズは、幅４,２６６ミリメートル×高さ２,１００ミリメートル×奥行７００ミリメー 

トルに収まるものとする。 

  イ 表示面は視認しやすい素材、色使いとし、表示内容を容易に更新できる構造とすること。 

  ウ ＬＥＤ内照とし、状況に応じて電源の入切及び調光できるものであること。また、タイマー

機能等により自動で電源管理が可能なものであること。 

 ⑶ 内容 

ア 庁舎案内、市内全域図・市役所周辺図、特産品紹介・行政案内、広告で構成すること。 

  イ 庁舎案内は、部署名をわかりやすく表示したフロア平面案内図とし、文字の大きさや配色 

   等ユニバーサルデザインに心掛けること。また、庁舎案内データは市に帰属し、無償で使用 

する権利を持つものとするが、そのデータを市に提供すること。 

  ウ 地図は本体内に収まる大きさとし、市内全域を表示する地図、周辺地図により構成するこ 

   と。 

  エ それぞれの地図には、公共施設や災害時の避難場所等、市が指定する情報を分かりやすく 

表示すること。 

  オ 地図は、国土地理院の地図をベースに作成し、施設情報にはピクトグラムを取り入れたユ 

ニバーサルデザインを採用すること。 

  カ 地図掲載内容は事前に打合せを行い、市の要望を反映できるように自社制作又は製作体制 

を整えること。 

  キ 特産品紹介、行政情報案内（ポスター）にはモニター設備を利用すること。出力する情報 

は、市が運用管理可能なＵＳＢメモリー接続等により情報を入力できるものとすること。 

  ク 案内表示部の下部にパンフレットラックを設置すること。 
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４ 広告 

 ⑴ 広告主の広告を表示し、画像、名称、電話番号等について表示すること。 

 ⑵ 広告主が、地図上でどこに位置するのかが分かるように座標番号等で表示させておくことが 

できること。 

 ⑶ 本体内に収まる大きさで作成し、一枠が極端に大きくならないようにすること。 

 ⑷ 広告は、全体面積の概ね３０パーセント以内とすること。 

 ⑸ 広告主、広告の内容等については、「松本市広報広告取扱要綱」（以下「広告取扱要綱」とい 

う。）を遵守するとともに、事前に市の審査を受け、その承認を得たものとすること。 

  

５ 契約の締結 

  事業者は、市が指定する期日までに市有財産貸付申請書を提出し、市有財産賃貸借契約書によ 

り契約を締結する。 

 

６ 経費等の負担 

  事業者は、次の各号に該当する経費等を負担するものとする。 

⑴ 案内板設置・運用に係る電気料金（製品カタログ等により申告する消費電力を基に算出し、 

電気料を支払うこと） 

 ⑵ 案内板（庁舎案内、市内全域地図及び周辺地図）の制作、設置及び撤去 

 ⑶ 広告主の募集、広告の作成、掲載及び撤去 

 ⑷ 案内板の破損、汚損や公共施設等の変更及び広告主の変更等に伴う措置 

 ⑸ １年に１回以上、地図情報の更新及び地図の貼り換え 

 ⑹ 案内板内における庁舎案内表示の変更等に伴う措置 

 ⑺ その他デジタルサイネージの設置、維持管理及び撤去に要する一切の費用 

 ⑻ 契約終了による原状回復 

 

７ 案内板設置にあたっての留意事項 

 ⑴ 庁舎の維持管理及び災害時の避難誘導に支障とならない場所及び構造とするよう配慮するこ 

と。 

 ⑵ 案内板の転倒、破損等により、庁舎の利用者等に危険を生じさせることがないよう留意する 

こと。 

⑶ 案内板の設置及び撤去並びに広告内容の変更に関する作業を行う場合は、事前に市と日程を 

調整すること。 

 

８ 広告内容の修正・削除 

市は、広告主及び広告内容が、広告取扱要綱及び関連法令に違反しているとき、又は、庁舎に 

 において掲載するものとしてふさわしくないと判断したときは、事業者に対し広告内容の修正又 

は削除を求めることができる。この場合において、当該変更及び修正に要する費用は、事業者の 
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負担とし、市は広告主又は事業者に対し賠償の責任を負わないこととする。 

 

９ 著作権等 

  ⑴ 事業者は、案内図及び広告の制作に際して、著作権、特許権、実用新案権、意匠権、商標 

権その他日本国の法令に基づき保護される第三者の権利の対象となっている材料、履行方法 

等を使用するときは、その使用に関する一切の責任を負うこと。 

  ⑵ 本事業による案内板に掲載される写真又は画像データ等を、市の事業の紹介等の行政目的 

のために、市が作成若しくは関与する印刷物又はホームページ等に掲載する場合は、事業者 

は、その利用を許諾するとともに、広告主からも許諾を得るよう努めること。ただし、広告 

主又は第三者の権利を侵害し、又はそのおそれがある場合は、この限りではない。 

 

10 事業者の責務 

  ⑴ 設備の状態を良好に保つこと。 

  ⑵ 案内板は、庁舎に負担の少ない方法で固定し、地震等の際の落下や転倒に対する防止策を 

十分に講じること。なお、万が一事故等が発生した場合は、事業者の責任において対応する 

こと。 

⑶ 事業者は、広告の内容その他広告に関する事項について一切の責任を負うものとし、第三 

者の権利の侵害、財産権の不適切な処理、第三者に不利益を与える行為その他不正の行為を 

しないこと。 

  ⑷ 事業者は、広告の掲載により市又は第三者に損害を与えた場合は、自らの責任及び負担に 

おいて解決すること。 

  ⑸ 事業者は、広告事業について市と締結した契約に基づく権利を第三者に譲渡しないこと。 

  ⑹ 案内図及び広告に関する問合せ先を明確に表示すること。 

 

11 その他 

  ⑴ 合理的な理由により、案内板本体の移動等の必要が生じた場合は、事業者はその指示に従 

うこと。なお、当該指示に従うことにより生じる費用は、事業者の負担とする。 

  ⑵ 契約期間内であっても、庁舎のレイアウト変更等により、やむを得ず案内板の設置場所を 

変更する必要があるときは、双方協議の上変更可能とすること。 

⑶ この仕様書に明記されていない事項については、市と協議の上決定すること。 


